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�

◎
６
月
30
日
付
退
職

▽
財
部
能
成
（
政
策
部
政
策
企

画
課
）
▽
上
野
優
美
子
▽
俵
嘉
彦

（
以
上
厳
原
支
所
住
民
生
活
課
）

�

◎
７
月
１
日
付
異
動

※
氏
名
後
の（
　
）内
は
旧
所
属

【
市
長
事
務
部
局
・
本
所
関
係
】

《
総
務
部
》
▽
部
長
＝
中
島
均
（
産

業
交
流
部
長
）【
総
務
課
】
（
総

務
班
）
▽
主
任
＝
手
束
宏
子
（
厳

原
支
所
地
域
振
興
課
）

《
政
策
部
》
▽
理
事
（
市
民
協

働
担
当
）
＝
木
寺
和
福
（
厳
原

支
所
長
兼
地
域
振
興
課
長
）

《
市
民
生
活
部
》
▽
理
事
（
窓

口
サ
ー
ビ
ス
向
上
対
策
担
当
）

＝
内
田
洋
（
総
務
部
長
）【
市
民

課
】
▽
課
長
＝
橋
本
政
次
（
同

課
長
兼
厳
原
支
所
住
民
生
活
課

長
）
▽
主
幹
（
市
民
生
活
班
担
当
）

＝
柴
田
由
美
子
（
厳
原
支
所
住

民
生
活
課
）（
市
民
生
活
班
）
▽

参
事
兼
課
長
補
佐
＝
長
信
夫
（
同

課
）
▽
副
参
事
＝
川
辺
真
由
美
（
同

課
）、
西
村
明
子
（
厳
原
支
所
住

民
生
活
課
）
▽
主
任
＝
田
口
憲
一
、

原
智
佳
（
以
上
同
課
）、
阿
比
留

裕
介
（
総
務
部
入
札
契
約
課
）（
福

祉
保
険
班
）
▽
参
事
兼
課
長
補

佐
＝
箱
崎
政
幸
▽
参
事
＝
平
間

千
恵
（
以
上
厳
原
支
所
住
民
生

活
課
）
▽
主
任
＝
横
松
美
穂
（
厳

原
支
所
住
民
生
活
課
）、
西
村
健

（
上
県
支
所
地
域
振
興
課
）、
阿

比
留
満
也
（
保
健
部
保
険
課
）

《
観
光
商
工
部
》
▽
部
長
＝
長

信
義
（
産
業
交
流
部
理
事
）
▽

理
事
（
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

担
当
）
＝
根
〆
憲
治
（
産
業
交

流
部
理
事
）【
観
光
交
流
課
】
▽

理
事
兼
課
長
＝
辻
宏
幸
（
産
業

交
流
部
理
事
兼
同
課
長
）（
観
光

班
）
▽
課
長
補
佐
＝
平
山
祝
詞

▽
副
参
事
兼
係
長
（
県
観
光
連

盟
派
遣
）
＝
村
井
英
哉
▽
主
任

＝
桐
谷
優
▽
主
事
＝
金
子
舞
、

小
森
周
一
（
以
上
産
業
交
流
部

同
課
）（
国
際
交
流
班
）
▽
参
事

兼
課
長
補
佐
＝
梅
野
菊
次
▽
主

事
＝
立
花
譲
偉
（
以
上
産
業
交

流
部
同
課
）（
自
然
共
生
班
）
▽

課
長
補
佐
＝
平
山
哲
正
▽
副
参

事
兼
係
長
＝
玖
須
博
一
（
以
上

産
業
交
流
部
同
課
）【
商
工
課
】

▽
課
長
＝
武
田
延
幸
（
産
業
交

流
部
同
課
長
）
（
商
工
流
通
班
）

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
三
宅
一

郎
▽
主
任
（
県
福
岡
事
務
所
派
遣
）

＝
扇
徹
弥
▽
主
任
＝
岩
佐
哲
也

▽
主
事
＝
扇
哲
実
（
以
上
産
業

交
流
部
同
課
）（
企
業
誘
致
班
）

▽
課
長
補
佐
＝
阿
比
留
裕
史
▽

主
事
＝
小
島
繁
樹
（
以
上
産
業

交
流
部
同
課
）

《
農
林
水
産
部
》
▽
部
長
＝
神

宮
忠
彌
（
産
業
交
流
部
理
事
）
【
農

林
課
】
▽
課
長
＝
廣
田
宗
雄
（
産

業
交
流
部
同
課
長
）（
農
林
振
興

班
）
▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
小

島
太
美
男
（
厳
原
支
所
地
域
振

興
課
）
▽
課
長
補
佐
（
併
任
）

＝
里
中
秀
明
、
溝
口
聖
（
以
上

産
業
交
流
部
同
課
）
▽
副
参
事

兼
係
長
＝
黒
岩
慶
有
（
厳
原
支

所
地
域
振
興
課
）、
一
宮
努
（
産

業
交
流
部
同
課
）
▽
主
任
＝
時

津
秀
樹
（
厳
原
支
所
地
域
振
興
課
）

▽
主
事
＝
扇
伸
秀
（
産
業
交
流

部
同
課
）（
農
林
土
木
班
）
▽
参

事
兼
課
長
補
佐
＝
斉
藤
正
敏
（
厳

原
支
所
地
域
振
興
課
）
▽
副
参

事
兼
係
長
＝
竹
本
忠
義
▽
主
任

＝
川
崎
仁
（
以
上
産
業
交
流
部

同
課
）（
有
害
鳥
獣
対
策
班
）
▽

課
長
補
佐
＝
永
野
清
利
▽
主
任

＝
高
司
道
尚
（
以
上
産
業
交
流

部
同
課
）【
水
産
振
興
課
】
▽
課

長
＝
川
本
治
源
（
産
業
交
流
部

同
課
長
）
▽
副
参
事
兼
係
長
＝

波
田
安
徳
、
井
田
幸
伸
▽
主
事
（
県

水
産
振
興
課
派
遣
）
＝
松
村
聡

也
▽
主
事
＝
杉
村
修
一
、
武
末

修
一
（
以
上
産
業
交
流
部
同
課
）

《
上
県
支
所
》
【
地
域
振
興
課
】

▽
係
長
＝
犬
束
卓
也
（
産
業
交

流
部
農
林
課
）
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平
成
18
年
第
２
回
対
馬
市
議
会
定
例
会
が
６
月
16
日
に
開
か
れ
、

平
成
18
年
度
対
馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
な
ど
26
件
の

議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
、
23
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

●
対
馬
市
の
機
構
改
革
案
が
可
決
！�

　
観
光
商
工
部
、農
林
水
産
部
を
新
た
に
設
置
、厳
原
支
所
を
本
庁
に

　
統
合

　
本
定
例
会
で
は
、
部
設
置
条
例
を
改
正
し
、
現
行
の
産
業
交
流
部

を
、
観
光
商
工
部
と
農
林
水
産
部
の
２
部
に
分
割
。
ま
た
、
支
所
及

び
出
張
所
条
例
を
改
正
し
、
厳
原
支
所
を
本
庁
に
統
合
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
開
館
予
定
の
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
う
条

例
の
一
部
改
正
や
対
馬
市
立
図
書
館
設
置
条
例
の
制
定
、
工
事
請
負

契
約
の
締
結
議
案
な
ど
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

観光交流課

公印の管守・広報
広聴等

地域審議会等

農林水産の振興、
入会林野等

戸籍・福祉・医療
保険等の窓口業務等

商 　 工 　 課

農 　 林　課

観光商工部

総　務　部

政　策　部

農林水産部

市民生活部

農林水産部
水産振興課

産業交流部

地域振興課

住民生活課

●対馬市部設置条例にかかる機構改革�

�

●対馬市支所及び出張所設置条例にかかる機構改革�

� 厳原支所　　　　　　　　　　　　　　本　庁

➡

➡

➡

➡

➡

➡

★機構改革の主な内容★ 平
成
18
年
　第
２
回
　

対
馬
市
議
会
定
例
会�

対
馬
市
の�

　
人
事
異
動�

�
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対
馬
沖
海
戦
１
０
１
周
年
追
悼
慰
霊
祭�

東
郷
平
八
郎

ロ
ジ
ェ
ス
ト
・
ウ
ェ
ン
ス
キ
ー

がっちり握手するロジェスト・スペチンス�
キーさんと保坂（旧姓東郷）宗子さん�

記
念
植
樹�

　
１
９
０
５
年
、
今
か
ら
１
０
１

年
前
に
日
本
の
連
合
艦
隊
と
ロ
シ

ア
の
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
が
戦
っ
た

日
本
海
海
戦
（
対
馬
沖
海
戦
）
の

戦
没
者
約
５
０
０
０
名
を
追
悼
す

る
慰
霊
祭
が
、
５
月
27
日
、
上
対

馬
町
殿
崎
の
「
平
和
友
好
の
丘
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
慰
霊
祭
に
は
、
多
く
の
参
列
者

と
共
に
両
提
督
の
ひ
孫
で
あ
る
保

坂
（
旧
姓
東
郷
）
宗
子
さ
ん
と
ロ

ジ
ェ
ス
ト
・
ス
ペ
チ
ン
ス
キ
ー
さ

ん
も
出
席
。
祖
国
の
為
に
尊
い
命

を
捧
げ
た
戦
没
者
へ
、
追
悼
の
祈

り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
２
人
は
、
慰
霊
祭
を
主
催
し
た

民
間
団
体
の
対
馬
・
歴
史
顕
彰
事

業
推
進
委
員
会
（
武
末
裕
雄
委
員

長
）
か
ら
の
招
き
に
よ
り
来
島
。

慰
霊
碑
に
献
花
を
行
っ
た
後
、
負

傷
し
た
ロ
ジ
ェ
ス
ト
提
督
を
東
郷

平
八
郎
連
合
艦
隊
司
令
長
官
が
病

床
で
見
舞
う
シ
ー
ン
が
彫
ら
れ
た

「
平
和
と
友
好
の
碑
」
の
前
で
、

固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
ひ
孫
同
士
に
よ
り
１
０
１
年
ぶ

り
に
再
現
さ
れ
た
感
動
の
シ
ー
ン

に
、
参
列
者
た
ち
も
感
慨
深
げ
で

し
た
。

　
保
坂
宗
子
さ
ん
は
「
日
本
海
海

戦
に
参
戦
し
た
両
国
の
軍
人
の
子

孫
が
、
戦
没
者
を
弔
う
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
。
先

人
が
命
を
捧
げ
苦
労
し
て
築
き
あ

げ
た
今
日
の
平
和
を
守
り
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
忘
れ
ず
、
こ
れ

か
ら
も
日
露
両
国
の
友
好
を
大
切

に
し
、
世
界
平
和
の
訪
れ
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　
一
方
、
ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
よ
り
来
島
し
た
ロ
ジ

ェ
ス
ト
・
ス
ペ
チ
ン
ス
キ
ー
さ
ん

は
「
対
馬
に
来
る
こ
と
は
子
供
の

頃
か
ら
の
夢
だ
っ
た
。
夢
が
実
現

で
き
、
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。
子
供
の
頃
か
ら
絵
で

見
て
い
た
両
提
督
の
握
手
の
シ
ー

ン
が
レ
リ
ー
フ
と
し
て
残
さ
れ
、

対
馬
の
名
所
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
非
常
に
感
激
し
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
２
人
は
日
露
両
国
及

び
世
界
の
平
和
を
願
い
、
同
地
で

記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

平
和
を
願
い
両
提
督
の

ひ
孫
が
固
い
握
手

　
６
月
９
日
、
韓
国
の
羅
鍾
一
駐

日
大
使
夫
妻
と
、
金
榮
昭
韓
国
駐

福
岡
総
領
事
ら
４
名
が
対
馬
市
役

所
を
表
敬
訪
問
し
、
松
村
市
長
と

会
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ

れ
た
会
談
で
は
、
対
馬
と
朝
鮮
と

の
古
く
か
ら
続
く
交
流
の
歴
史
が

話
題
と
な
り
、
羅
大
使
が
「
朝
鮮

通
信
使
が
釜
山
を
出
て
対
馬
へ
到

着
す
る
ま
で
ど
の
く
ら
い
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
か
？
」
「
私
が
釜

山
に
住
ん
で
い
た
時
、
天
気
が
良

け
れ
ば
対
馬
が
見
え
ま
し
た
が
、

対
馬
か
ら
も
釜
山
が
見
え
ま
す
か

？
」
「
日
本
で
は
、
ゴ
ル
フ
や
温

泉
を
楽
し
む
韓
国
人
観
光
客
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
対
馬
で
は

ど
う
で
す
か
？
」
な
ど
、
市
長
に

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
松
村
市
長
は
「
ス
ト
レ
ス
の
多

い
日
本
や
韓
国
の
都
市
部
に
住
む

人
々
た
ち
に
、
癒
し
を
提
供
す
る

こ
と
で
元
気
な
対
馬
を
創
出
し
よ

う
と
い
う
の
が
、
私
ど
も
の
狙
い

で
す
」
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
基
本
方
針
な
ど
を
説
明
し
、「
ぜ

ひ
、
ま
た
対
馬
に
来
て
下
さ
い
」

と
大
使
に
話
し
か
け
ま
し
た
。

　
一
行
は
会
談
後
、
雨
森
芳
洲
の

墓
地
や
万
松
院
、
歴
史
民
俗
資
料

館
な
ど
を
見
学
し
、
空
路
で
長
崎

へ
向
か
い
ま
し
た
。

キ
ム
ヨ
ン
ソ

キムヨンソ

ラ
ジ
ョ
ン
イ
ル

ラジョンイル

会談する羅鍾一大使と
松村市長

金榮昭福岡総領事（中央）
と大使婦人（左）

韓国駐日大使らが、対馬市を訪問�
�

む
ね
こ
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上
県
町
佐
護
で
恒
例
の
あ
じ
さ
い
祭
が
６
月
11
日

に
開
催
さ
れ
、
千
俵
蒔
山
の
ふ
も
と
、
海
沿
い
に
延

び
る
林
道
（
通
称
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
）
で
、
約
３
０

０
名
の
参
加
者
が
道
路
沿
い
に
咲
く
あ
じ
さ
い
を
観

賞
し
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
初
夏
の
す
が
す
が
し
い
潮
風
を

受
け
な
が
ら
、
勾
配
の
き
つ
い
坂
を
自
分
の
ペ
ー
ス

で
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
祭
の
メ
イ
ン
会
場
の
湊
浜
シ
ー
ラ
ン
ド
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
コ
ー
ラ
の
早
飲
み
大
会
、
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
、
対
州
馬
の
体
験
乗
馬
と
共
に
、
島
根
県
よ
り

招
い
た
石
見
神
楽
、
幼
稚
園
児
た
ち
の
お
遊
戯
、
上

対
馬
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
や
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

に
よ
る
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
約
３
０
０
０
人
の

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
今
年
で
４
回
目
と
な
る
あ
じ
さ
い
祭
。

昨
年
か
ら
は
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
対

馬
大
会
と
同
時
開
催
す
る
な
ど
、
地
元
佐

護
区
の
住
民
あ
げ
て
の
お
祭
と
し
て
、
年

々
盛
大
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
祭
を
主
催
し
た
あ
じ
さ
い
祭
・
パ
ラ
グ

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
対
馬
大
会
実
行
委
員
会
の

小
宮
政
利
会
長
は
「
今
年
か
ら
は
対
馬
野

生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
の
協
力
が
得
ら
れ
、

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
る
。
ま
た
、
毎
年

パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
大
会
に
協
力
し
て

頂
い
て
い
る
陸
上
自
衛
隊
に
も
感
謝
し
た

い
。
数
少
な
く
な
っ
た
対
馬
北
部
地
区
の

イ
ベ
ン
ト
の
中
、
対
馬
の
代
表
的
な
祭
の

一
つ
と
し
て
地
元
と
協
力
し
な
が
ら
、
今

後
も
盛
り

上
げ
て
行

き
た
い
」

と
ふ
り
返

り
ま
し
た
。

あ
じ
さ
い
祭
・
パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
対
馬
大
会�

せ
ん
び
ょ
う
ま
き
や
ま

い

わ

み

か

ぐ

ら

あじさいロードでウォーキングを楽しむ参加者�

ウォーキングの途中、水分を補給する参加者たち�

迫力ある演技で、場内を盛り上げた石見神楽�

保育園児によるかわいいお遊戯�

子供に大人気のツシマヤマネコ　　　　　　　　　　対州馬に乗る子供�

上対馬高校ブラスバンド部�



　
　
《
６
月
》

３
日
＝
対
馬
市
長
杯
親
善
交
流
グ

　
　
　
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

３
〜
４
日
＝
関
西
対
馬
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
）

５
〜
７
日
＝
全
国
市
長
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
）

８
日
＝
対
馬
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

　
　
　
ル
役
員
会
・
株
主
総
会

９
日
＝
駐
日
韓
国
大
使
来
島

11
日
＝
対
馬
市
中
学
校
体
育
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
陸
上
）

13
日
＝
対
馬
物
産
開
発
理
事
会
・

　
　
　
総
会
、
対
馬
真
珠
養
殖
漁

　
　
　
業
協
同
組
合
総
会

14
〜
15
日
＝
県
漁
港
漁
場
協
会
総

　
　
　
会
　
　
　
　
　
（
長
崎
）

16
〜
23
日
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会

18
日
＝
対
馬
市
消
防
操
法
大
会

21
日
＝
郵
便
局
と
地
方
自
治
体
と

　
　
　
の
協
議
会

24
〜
25
日
＝
立
命
館
大
学
で
の
講

　
　
　
演
　
　
　
　
　
（
京
都
）

26
〜
27
日
＝
県
離
振
・
過
疎
協
議

　
　
　
会
合
同
陳
情
　
（
東
京
）

28
日
＝
市
政
説
明
会
　
（
仁
田
）

29
日
＝
市
政
説
明
会
　
（
佐
賀
）

30
日
＝
退
職
辞
令
交
付
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対
馬
の
美
し
い
山
並
み
と
青
く

輝
く
海
を
眺
め
な
が
ら
、
標
高
約

２
８
０
ｍ
の
千
俵
蒔
山
の
山
頂
か

ら
舞
い
上
が
る
色
と
り
ど
り
の
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

　
今
回
で
４
回
を
数
え
る
パ
ラ
グ

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
対
馬
大
会
が
６
月

10
日
・
11
日
の
２
日
間
、
上
県
町

佐
護
の
千
俵
蒔
山
を
舞
台
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
韓
国
か
ら
９
名
と
長

崎
、
大
分
、
福
岡
か
ら
29
名
、
ま

た
、
地
元
で
活
動
し
て
い
る
ス
カ

イ
ク
ラ
ブ
対
馬
の
メ
ン
バ
ー
７
名

の
計
45
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
山
頂

か
ら
テ
イ
ク
オ
フ
し
、
１
km
程
先

の
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
へ
の

着
陸
の
正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　
風
の
強
さ
や
風
向
が
安
定
せ
ず

競
技
に
は
難
し
い
条
件
と
な
っ
た

大
会
初
日
で
し
た
が
、
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
が
回
復
し
た
隙
間
を
ぬ
っ

て
33
名
の
選
手
が
計
55
本
の
フ
ラ

イ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
風
を
受
け
て
大

空
に
舞
あ
が
る
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

を
巧
み
な
操
作
で
操
り
、
目
標
の

着
陸
地
点
へ
向
け
て
し
ば
し
の
空

中
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
残
念
な
こ
と
に
大
会
二
日
目
は

強
風
の
た
め
競
技
と
一
般
客
を
対

象
と
し
た
体
験
飛
行
が
中
止
さ
れ

ま
し
た
。

　
競
技
結
果
は
、
３
大
会
連
続
で

韓
国
選
手
が
優
勝
す
る
な
ど
実
力

を
発
揮
。
続
い
て
長
崎
県
勢
が
上

位
を
占
め
る
中
、
対
馬
で
唯
一
の

パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で

あ
る
ス
カ
イ
ク
ラ
ブ
対
馬
の
福
島

利
弥
選
手
が
地
元
の
地
の
利
を
活

か
し
、
５
位
に
入
賞
す
る
快
挙
を

達
成
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
【
敬
称
略
】

▼
優
勝
＝
キ
ム
・
ヨ
ン
チ
ェ
（
韓

国
）
▼
２
位
＝
ヒ
ョ
ン
・
シ
チ
ョ

ン
（
韓
国
）
▼
３
位
＝
井
手
敦
郎

（
長
崎
県
）▼
４
位
＝
吉
村
豊
明

（
長
崎
県
）▼
５
位
＝
福
島
利
弥

（
対
馬
）▼
６
位
＝
嶋
田
勝
海（
長

崎
県
）

表
彰
を
受
け
る
上
位
入
賞
者
た
ち�

　
　
　
　
　
右
端
が
福
島
利
弥
選
手�

�

着
陸
態
勢
に
入
っ
た
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー�

対
馬
の
空
を
華
や
か
に
彩
る
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー�




